
平成 27年度第１回仁淀川清流保全推進協議会 議事要旨 

日 時 ： 平成 27年７月 15日（水）14：00～16：00 

場 所 ： いの町 かんぽの宿伊野 １階 会議室 

 

■ 寄付贈呈式 

サニーマート株式会社の仁淀川流域の３店舗、サニーマート伊野店、サニーアクシ

スいの店、サニーマート高岡店より、「マイバッグ推進」の活動による地域応援の品

（水切り袋 370 パック）を仁淀川の清流保全活動に役立てて欲しいと、平成 23 年度

から、引続き当協議会にご寄付いただけることになり、寄付贈呈式を行った。 

 

■ 平成 27年度第１回仁淀川清流保全推進協議会 

○ 事務局より委員の紹介 

・出席９名、代理出席１名、欠席２名 

・交代 

  小田 保行 委員 → 戸梶 眞幸 委員（仁淀川流域交流会議会長） 

 

○ 議題 

１．平成 26年度事業報告及び決算（案）について 

事務局より、資料１に基づき、平成 26年度事業報告及び収支決算を報告。森

谷監事より監査報告があり、特に異議がなく、承認された。 

 

２．平成 27年度事業計画（案）について 

事務局より、資料２に基づき、平成 27年度事業計画及び収支予算について説 

明。 

収支予算に関しては、本年度のシンポジウムの開催について、シンポジウムに

係るイベントを実施する場合、高知食糧パートナーズ事業寄付金に申請すること

を提案。 

 

【仁淀川一斉清掃について】 

（井上副会長） 

・ 仁淀川町は池川地区の北浦ふれあい公園で例年行ってきたが、昨年度は安 

居渓谷や中津渓谷等、ふれあい公園以外でも３箇所清掃を実施し（集めた 

ゴミはふれあい公園へ集積）、清掃活動の拡がりを実現することができた。

今年度も引続き実施したい。 

 

 



（戸梶委員） 

・中流域部会では、以前から佐川町と越知町で１年毎交互に実施しているの

か。 

（石川会長） 

→ ・大人数で集まれる場所が少ないということで、交互で開催ということに 

  なった。 

 

 （井上副会長） 

 ・日高村で２月に一斉清掃を実施する計画があると聞いている。 

（戸梶委員） 

→ ・日下川及び戸梶川において自治会単位で実施する予定（草刈を事前に実

施予定）で、全体的に拡げていければよいが、現時点では計画段階。 

（石川会長） 

→ ・下流域は元々、波川地区のみで清掃を実施していたが、日高村の屋形船 

の運航を機に能津地区でも実施してもらえるようになり、拡がりをみせて 

いるのはよいことだと思う。 

 

（高橋委員） 

  ・一斉清掃に限らず、子供の参加を促したいと思う。ゴミはアシが生えて 

いる所に多いなど危険性もあり、また休日であるため、学校への依頼は難

しいが、自分の子供や孫等に声かけをしていただければと思う。 

（石川会長） 

→ ・子供には、自由参加ということで声かけしていきたい。 

（井上副会長） 

→ ・池川中学校では、以前は先生が生徒に声かけをしてくれていたこともあ 

った。休日であり、クラブ活動もあると思うが、声かけはしたい 

（石川会長） 

→ ・越知中学校では、一斉清掃と併せて、水質のパックテストも実施してく

れており、声かけをしていきたい。 

 

（中澤委員） 

  ・別途イベント時に、河川の中（カヌー）から見たゴミの量に驚いた。イ 

ベント参加者に清掃してもらった（ゴミは役場環境課が処理）ことから、 

清掃活動に対する視野が広がった。 

（石川会長） 

→ ・一斉清掃時に、その時の状況等を提示していただければありがたい。最 



初は参加者も少なかったが、継続することによって、人も多くなって来て 

おり、喜ばしい。 

（中澤委員） 

→ ・イベント参加者は、今年度はいの町に在住していると聞いており、声か

けをしたい。 

 

※ 上記のような意見が出たが、今年度は 10月 24日（土）に資料 P15に

記載している場所で一斉清掃を実施することで各委員の了解を得た。 

 

 

 

【仁淀川シンポジウムについて】 

（大下委員） 

・ シンポジウムの元々の目的は、地域間の交流なのか、それとも若い人に仁 

淀川のことを知ってもらいたいということなのか。まずは目的を明確にするこ

とが重要だと思う。 

（井上副会長） 

  → ・四万十川は横のつながりが深いという印象を受けるのに対して、仁淀川は

個々の活動が多いといった印象から、色々な団体の交流を目的とし、シンポジ

ウムも情報交換の一つの手法と認識している。 

（山﨑委員） 

  → ・川のにおいになつかしさを持っている人が少なくなってきている印象を受け

ており、ふれあうきっかけづくりが目的であると思う。 

（石川会長） 

  → ・シンポジウムは交流の場として講演からスタートし、休憩時間のポスターセ

ッションや「親子体験教室」を開催していく中で、子供がテーマとなってきた。 

（大下委員） 

  → ・「親子体験教室」を進めてきた中で、地域間の交流は図れてきたのか。 

（石川会長） 

  → ・交流は数値では表しにくい。子供へ「場」を提供することが大人の役目だと

思う。 

 

（石川会長） 

    ・昨年度実施したワークショップについて、取り組みの紹介のまま終わってよ

いかという思いがある。 

 



（井上副会長） 

  → ・昨年度のワークショップでの話を今年度はここまで来ましたと報告すること

が重要。 

（山﨑委員） 

  → ・イベントは、他にも色々なものがあるので、別のイベント時でもよい。話し

合いをする「場の提供」が重要。 

 

（大下委員） 

    ・上流から下流までは、ゴミの例一つでもそれぞれで状況が異なる。交流より

も「知る」というレベル。交流まではまだまだな印象。 

（石川会長） 

  → ・流域の現状を今まで来ていなかった人に知ってもらうことが重要。またワー

クショップで子供のみのブースを設けたい。子供を呼べば、親も来る。 

（山﨑委員） 

  → ・子供を呼ぶためには遊ぶ場の準備など工夫が必要。 

 

（井上副会長） 

    ・日高村で計画している一斉清掃とからめるのはどうか。 

（戸梶委員） 

  → ・一日の開催は長い。昨年度レポートのはじめににも記載してあるように清流

保全に取組まれる方々の交流を第一の目的とし、「親子参加」という目的をか

らめてみてはどうか。山、海、川とつなげる視点も大事。 

（井上副会長） 

  → ・下流域部会では、テントにてイベント開催という意見も出た。 

 

（戸梶委員） 

  → ・福祉センターと保健センターの併用なら可能かもしれないが、２月は寒さも

あり厳しい。またイベントなら他でも開催できる。 

（石川会長） 

  → ・仁淀川の清流保全のためという目的から外れることがないようにしたい。 

（戸梶委員） 

  → ・山、海、川のつながりやそれぞれの理解が深まるような内容としてほしい。 

    イベントなら漁協も開催してくれている。 

   （細川委員） 

  → ・漁協では、８月にウナギに関するイベントを予定している。話を聞くだけで

なく、実行することが大事である。早急に結果を求めることも厳しいという思



いもあり、そういった意味では、昨年度のワークショップ形式はよかったと思

う。メンバーの固定化を問題視するよりも、昨年度のワークショップをどう活

かしていくかが重要。 

（石川会長） 

  → ・交流の継続が重要であり、メンバーの固定化はある程度やむを得ない。メン

バーの中から、将来、清流保全活動の核となる方が出てくるかもしれない。 

（細川委員） 

  → ・やってきた活動への評価が重要。一斉清掃についても、市町村ごとの活動で

あったのが、流域一体の活動として定着しており、自分は評価している。 

（石川会長） 

  → ・お互いを知る等、交流が重要であり、もう一度ワークショップをやってみた

い。テーマの掘り下げや新しいテーマが必要。 

（山﨑委員） 

  → ・昨年度はテーマが多く、またまとめることに力点を置いていたように思う。

時間も短いように思えた。 

（石川会長） 

  → ・まとめに力点をおいているわけではない。 

（高橋委員） 

  → ・色々なやり方があると思う。清流の保全を軸とした広域（市町村）での取組

みや、アサヒビールの PR、高知大などの学生の参加、住民や団体の夏場の体

験や食材についてなど、またワークショップなら５名程度に人数を絞るなど。 

     ただ、言いっ放しで終わることなく、次へのつながりをポイントに考えたい。 

（石川会長） 

  → ・一斉清掃と同じように継続していくことが重要であり、ワークショップを今

年度も開催したい。テーマの一つとして「子供」を取り上げたい。 

（井上副会長） 

  → ・それぞれの思いを１年に１回言ってもらえるようなワークショップ形式がよ

い。 

 

※上記のような意見が出たが、ワークショップの継続で各委員の了解を得た。

ただし、テーマや進め方等については、事務局で検討し、各委員の意見を聞

きながら決定していくこととする。 

 

以上の質疑応答、意見交換の後、事業計画及び予算ともに承認される。 

 

 



３．その他 

（森谷委員） 

    ・２月開催予定のシンポジウムについて、１年の振り返りや来年度の予定とい    

    う話であれば、山の方も仲間に入りやすい。 

 

（中澤委員） 

    ・７月 26日（日）から毎週日曜日（８月中）10時～16時まで国道 33号線沿

いで出店イベント（マルシェ）を開催するため、ぜひおいでください。 

 

（高橋委員） 

    ・協議会事業（予算の使い方）について、シンポジウムや清掃が多くを占めて

いるが、パンフレットの作成等、ご要望があれば事務局の方へお願いします。 

（事務局） 

  → ・部会の取組み（予算）を全体会で応援するようなイメージもあると思います

ので、意見をお願いします。 

 

（井上副会長）  

    ・高知新聞が行う、高知県内の日本一を紹介する企画で、先日安居渓谷で行わ

れた「仁淀川水質日本一を体験する」というイベントの記事が新聞に記載され

る予定なので報告します。 

   

 

 

 

 

 


